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三田五丁目西地区の地権者の皆さま、 

 

2021年 3月 19日 

再開発勉強会有志 

【かわら版第 3号】 

再開発への「同意」について考えてみた！  
 

先日、準備組合による住民説明会が開催され、いよいよこれか

ら再開発に向けて「同意書」の取り付け活動が始まるようです。 

しかし、ちょっと待ってください！私たちは再開発についてどれ

ほどの知識があるのでしょうか？基礎知識も無いまま、再開発

業者の言われるままに安易に同意書へハンコを押してしまうと

あとで後悔することになりかねません。それに説明会で提示さ

れた「同意書」はたった３行の文章しかなく、ハンコを押すことに

少々不安があります。再開発も一種の不動産取引です。不動産

取引で「条件」も決まらぬまま契約書へハンコを押す人はいませ

ん。この同意書にはその「条件」が何も書いてありません。 

私たちはこの「同意書」の内容について調べてみますので、 

それまではハンコを押すことは少々お待ち下さい。 

皆さまにはその間に再開発で自己の「資産」と「将来の生活」が

具体的にどうなるのかをしっかりと時間をかけてお考えください。

また一人で決めるのではなく、ご家族や友人、場合によっては

専門家へも相談した上でご判断下さい。後日「こんな筈ではな

かった」と後悔しないためにもこのことはとても重要です。 

 

さて隣町の「三田小山町」で 10 年ほど前に地元の地権者団体
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が発行した「かわら版」を入手しましたので添付致します。 

（小山町が言う「仮同意書」は当地で言う「同意書」と同じです） 

「三田小山町」も私たちの住む「三田五丁目」と同様に木造密集

住宅の多い地域ですので、参考になるかと思います。 

 

【有志勉強会について】 

私たちは「地権者目線」で再開発について勉強しています。

素人ですから当然「知識」は再開発事業者には及びませ

ん。しかしそれでも基礎知識だけは身につけた上で再開

発へ同意するか否かを判断する必要があると考えていま

す。 

「地権者目線」ですから、当然「事業者の目線」とは異なり

ます。物の売買でも「売り手」と「買い手」がいて、それぞれ

の考え方が異なるのと同様に、再開発においても私たち

自身の「地権者目線」を持つことがなによりも大切です。 

また素人ですから外部の経験者の支援に頼って当然です。

港区役所からも区内で進行中の約 40 カ所の再開発案件

リストを頂いており、これを頼りにいくつかの現場の地権者

様と連絡を取り、経験談や注意点などを聴取し始めていま

す。再開発経験の無い私たちにとり諸先輩方の意見を聞く

ことは当然であり、実際に経験談は「情報の宝庫」です。 

これからも私たちは純粋な「地権者目線」で再開発につい

て勉強し、皆さまへお伝えして参ります。 

 

(世話役：佐々木光子 h7835575@yahoo.co.jp)        〆  

mailto:h7835575@yahoo.co.jp
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